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は じ め に
Pra'sastap稘aのPad穩thadharmasamgraha(PDS)が,Vaisesikas皦ra
(VS)の頌 の1kに ついて順 に解釈を施 した註釈 書ではな く・著者 の立場か ら
組織 的に この派 の思想を体 系づけた ものであることは周知の ことであ る。体系
化 がVSと の関わ りにおいて如何 に展開 されて きたかを問 うことは ヴァイ シェ
ーシカ派 の思想を研究す るに重要で あ り,ま た 興味深 い こ とで あ る。Prasa-
stapadaによって主張 された説の1つ1つ を明確 に理解す るこ とに よってPDS
全体の思 想が解 明され ることにな るのは勿論 であるが,体 系 化 に伴 うPrasa・
stap稘aのVSの 扱 いと理解 も検討 され なけれ ぽな らないであろ う。その こと
に ょって,PDSを 一貫す るPad穩tha説の確 立,さ らにIsvaraの観念の導
入,世 界 の帰滅 と創造説 の採用等の問題 も解 明 され得 るであろ う。
それ らの問題を意識 しなが ら,小 論では,PDSの 冒頭部分に焦点を当てて
検討 してみ る。
一 .資 料 と 問 題 点
ゆ
PDSの 冒頭文 は以下の通 りであ る。
帰 敬 偈:Pranamyahetumisvarammunimkan稘amanvatah/
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〔大 い な る 果 報 を も た らす パ ダ ー ル タ ダ ル マ サ ン グ ラ バ が 説 か れ る
で あ ろ う〕、
論 の 主 題:dravyagunakarmas穃穗yavisesasamav窕穗穃sann穃pad穩th竏?くオ
n穃s稘harmyavaidharmyatattvajn穗amnihsreyasahetuh//
tacce'svaracodan稈hivyakt稘dharm稘eva//
(問題 と さ れ る 文 で あ る か ら,こ こ で は 訳 を 付 さ な い)
以 上 に 記 さ れ る 主 張 の 依 拠 し たVSはCandrananda本(Cand)で は
1.1.1～1.1.3,Upask穩a本(Upa)で は1.1.1.～1.1.4であ る。 今 そ れ ら を
便 宜 の 為 に 示 し て お く と,
〈Cand>Ath穰odharmalhvy稾hy龝y穃ah(1.1.1)
〔さ て これ か ら ダ ル マ を 説 明 し よ う〕
yato'bhyudayanih'sreyasasiddhihsadharmah(1.1.2)
〔そ こか ら昇 天 と至 福 の 成 立 す る も の が ダ ル マ で あ る 〕
tadvacan稘amnayapram麺yam(1.1.3)







で あ る 。PDSと の 思 想 的 関 連 を 考 察 す る 前 に こ れ ら 資 料 に 関 す る 問 題 点 を 整
くヨラ
理 してお く。UpaのS皦ra1.1.4はCandに は存在 しない。 このことは後世
におけ る挿入を予測 せ しめ るが,明 確 ではない。UpaがPDSか ら取 り入れた
として もdharmavisesapras皦稘の語はPDSに は存在 しない語 であ る。 この




nclali(NK:991A.D.)中に も見 ることが できない。ゴしたが ってUpaの み
に於て認め得 る語 であ ることが確認 できる。dharmavisesaについてはCand.
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4.2.5,Upa.4.2.7に認 め る こ と が で き る 。 こ れ ら の 意 味 に 関 し て は 後 に 考 察
す る 。
Upaがs稘harmyavaidharmy稈hy穃(Du.Inst)を 明 記 し て い る が,現の
在入手 で きるPDSの 写本 の大多数 が この形を示 して い る。tattvajn穗穰が
Upaに 用 い られ てい るが,PDSと は異 なってい る。 これ らに関 してはPDS
との関連 に於 て考察 され るであろ う。
二.Candに 基 づ く理 解
先ず,VSは1.1.1に おいて,主 題を明示 して 「さて,こ れか らダルマを
説明 し よ う」 と記す。 ここではdharmaはVS全 体の内容を包括的に示す も
の として用い られている。Candは,athaの語 の使用 につ い て 述べ る中に,
VS著 述 の全体的 な意図を捉えてdharmaについて触 れ て い る。 そ こでは・
安 隠(ksema)を成就す る為の方法 を問われたKan稘aが 「それは ダルマで
ある」 と答 え,つ づいて以下 の よ うに記す。
tatojag稘abr禀manahkodharmahkatha血laksanahk穗yasyaくの
s稘han穗ikimprayojanahk穃scapratyupakaroti,
〔それでは,バ ラモ ンよ,ダ ルマとは何であ り,ど の よ うな特性 のもので
あ り,そ の成就 とは何 であ り,獲 得 の方法は何であ り,ど の よ うな人 々に
酬い を もた らすのか〕
とい う質 問が発せ られた。 そ こで,こ れ らの質問に答え るために ダルマを説 く
こ とを宣言 してathaの語 を用 いたのであるとしてい る。 直接的にはathaの
用例につ いて述べ てい る箇所 ではあ るが,VSが これ らの質問に対 して答 えて
編 まれた ものであること,そ してその内容が ダル マに関す ることであ ることが
理解で きる。VSの 全体 の概 要は次の如 くである。第1章:六 つの分類 とそ の
要素,第2章:実 体に関す る考証,第3章:我 と内官,第4章:身 体 とその構
成因,第5章:運 動 の考証,第6章:ダ ルマ とア ダルマ,第7章:性 質 と和合
の考証,第8章:知 識の成立,第9章:有 と非有,種kの 知 の生起,第10章:
相 に よる知,で ある。 これ らが ダルマの主題 の もとに包括 されてい ることにな
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Lる
。VS全 体 の 内 容 お よ びCandの 記 述 か ら理 解 す れ ば,知 的 な 内 容 の も の
で あ ろ う と,人 間 に 安 隠 を も た らせ る と こ ろ の も の が ダ ル マ で あ る と い う こ と
に な ろ う。 ・ 「





〔果 をもた らし得 る因か ら昇天 と至福 とが生 じる。 それ が ダルマであると
知るべ きである。〕
abhyudayaとは,こ れに続 く註釈 に よ っ て,梵 天界等 に望 ま しい身体を得
ロゆ
る とす るこ とか ら昇天の ことで あ り,苦 の捨離であるこ とが知 られ る。 また
ロコ
nihsreyasaは解脱(moksa)のことであ るとされている。前述 のこ とと合わせ
る と,人 間 に安隠,つ ま り昇天 と解脱 とを もた らせ るところのものが ダルマな
のであ る。 しか し実 際にはVSに 説かれ てい る内容は極 めて知的 な要素 の強い
こ とが知 られ る。
PDSの 内容に比定 すれぽ,kathamlaksanahに対 してはs稘harmyavaid-
harmya(共通性 と相違性)に よって示 された ものが 当るであろ う。k穗yasya
s稘han穗iにはahhyudayanihsreyasa,kixnprayojanahにはVSに 説かれ る
実 等に関す る知であ り,ヴ ェーダに基ず く祭式供儀 を含む種 々の実践に当 るこ
ととな る。 これ ら全 てが ダル マの内容 となる。 このこ とか らすれば ダル マは,
これ ら全 てを包括 した真理 を意味す るもの と理解 し得 る。 イン ド思想 において
は,こ れ らの要素 が ダルマの概念 に包括 されてい るこ とは他 にも見 られ るのこ
とでで もあ る。
tadvacan稘穃n窕apr穃穗yam(1.1.3)




とし,そ れは ヒラニヤガルバ とい う大 自在神であ ると解釈す る。 しか しVSに
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は神 の観 念 は持 ち込 まれていない と考 え られ るか ら,この解釈 は無理であろ う。
三.Upa'に 基 づ く理 解
次 にUpaに おけ るこれ らの註釈を一考 してお くことにし よう。
先ずKan稘aのVS著 述のい きさつにつ いて述べてい る。すなわち
「三 苦 に打 ちひしがれなが ら,三 苦 の止滅 の道 を 種 々 のsruti,smrti,
itih龝a,pur穗aに求めて きた人kが,自 我(穰man)の 本 性の証得こそ
がそ の道 である とい うことを知 った。 そ してその証得の道を得 よ うとす る
人, は々大 慈悲 ある聖者Kan稘aの ところへや って きた。
そ こで,真 理 に関す る知識 と離欲 と自在 とを成就 してい る聖者Kan稘a
は,共 通 性 と相違性 とに基ず く六句義 に関す る真実知 こそが 自我の本性を
証得 す るための最上 の道であ ると思いな して,ま たその真実知が止滅 とい
うダルマ(nivrttilaksana-dharma)であるか ら,そ れを簡単に示そ うと,
先ず 始めに ダルマをそれ 自体 とその特性か ら説 き,次 に六旬i義を略説,定
ロ　
義,実 証に よって説 き示そ うと心に決めて,彼 等 の注意を喚起 して説 く。」
と解説 してい る。
Kan稘aの 説 め中に,そ の意図 として真実知(tattvajn穗a)が止滅(一 解
脱)と い うダルマであるか ら,そ の真実知を教 えるために六句義を も って示 そ
うとした ことを認 め,提 唱 した のはPDSで ある。UpaはPDSに おいて初
めて認 め られ る六句義 や真実知等の概念を経編纂め意図 として主張 してい るこ
とに な る。 これ らはPDSの 影響に よるもの と考 え られ る。
さて,VS1.1.2に 関 してUpaは,こ れがVS全 体の主題であ ること




〔abhyudayaは真実知であ り,nih'sreyasaは究極的 な苦 の止滅であ る。
その両方がそ こか らもた らされ る ところの ものが ダルマであ る〕
とし,続 いて,abhyudayanih'sreyasaとい う複合語について
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abhyudayadv穩akamnih'sreyasamitimadhyamalopisam龝ahpancami一ロう
tatpurusov?sacadharmonivrttilaksanovaksyate/
〔rabhyudayaを道 とす るnihsreyasa」と解釈 され る 中間の語 を省略 した
複合語 であるか,ま た はpancamitatpurusaであ る。 そ して この ダルマ
は止滅 を特性 とす るものであ ることが言われ る〕
ここではaもhyudayaつま り真実知か らnihsreyasaがもた らされ る と理解
している。abhyudayaを真実知 と解 す るのは特異であ る。そ して 厂ダルマ とは
何か。そ してその特性 とは何か」 とい う弟子達の質問に答 えて ロの
yato'bhyudayasiddhiryatascanih'sreyasasiddhistadubhayamdharmah/
〔abhyudaya(e真実 知)を 成就 し,nih'sreyasaを成就す る。 それ ら両者
をもた らす ものが ダル マであ る〕
と重 ねて註釈 している。先の主張 と考え合 わせ て理解す る と,真 実知を通 じて
究極的 な苦 の止滅が達成 され る。 そ してそれ ら真実知 と究極的な苦の止滅の両
方 を達成 させるものが ダル マであ るとい うことになる。
VS1.1.3に関 して,Upaはtadvacan穰のtatはVSの 文 脈の中には書
　 ロの
かれ ていないけれ どもIsvaraであ る。 したが ってtadvacan穰は「自在神 の
言葉 であるか ら」 とい う意味であ る。故 に穃n窕asyaは ヴェー ダとい うこ と
に なる と解 してい る。Upaが 自ら自在 神 に関 して はVSに 述 べ られていな
い こ とを表 明 してい ることは重要 であ る。さ らに また,tatは ダル マ を 意 味
している ともしてい る。 しか も註釈者 自身が,tatが ダルマである とす る方が
ゆ
原意 に近い ものであ ると判断 している。 この場合において も,ダ ルマを説 く言
葉 なのであ るか ら穃n窕aは ヴェーダのことであ ると釈 している。
穃n窕aは 本来 厂述べ られた もの,説 かれた もの」の意味 か ら聖典 として用
い られ るのであ るか ら,ヴ ェー ダのみを意味す るわけではな く,一般 的 に聖、典
をい うと考rZ.られ る。 したが って,文 脈 に したが ってtatをダルマ と理解 した
時,そ れ は聖典 としてのVS自 体 を意味 している と考えた方が 自然であろ う。
す なわ ち 「ダル マを説 く言葉 であるか ら,こ の聖典 には確i実性が ある」 とい う
ことになる。つ ま りVSに 説かれてい るところの ものが正 しい知識 の根拠た り
得 ることを述べた ことにな る。
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VS1.1.4は,それ を欠 くCandが 公表 されて 以後,VSに おける その存
在 の有無 を も含めて常に問題 とな って きた経であ る。 しか も 内容的にはPDS
と殆ん ど一致を見 る。
再 び弟 子達 の質問 に応 じて,そ れ 自体 とその特性 とい う観点か らダルマ と表
題 との関係 を述べた ものであ ることを 前記 して 経を記 し,釈 してい る。PDS
と重 なる 内容であ るか ら,こ こではそれ と異 なった部分 の理解 のみを取 り上げ
てお きた い。




〔この ような真実知は ヴァイ シェー シカの教 えに依拠 してい るのであるか
ら,そ れが また至福(究 極的な苦の止滅)の 因であ ることは当然 の ことで
あ る。 これ に よって真実が知 られる とい う具格を用いた説 明であ るか ら,
経にdharmavisesapras皦穰と記 されてあるのは,(も しこの語がなけれ
ば)こ れ との非結合関係が(誤 って)生 じてしま うか らであ る。〕
としてい る。VS1.1.4において,真 実知か ら至福 がもた らされ るこ とを 記
してい るが,何 故真実知が至福の因た り得 るか につ い て,先 ず,真 実知が ヴ
ァイシェーシ カの教えに依拠 した ものであ るか らであること を 主 張 し,そ し
て,真 実知 とダル マの関係 を示 す も の がdharmavisesapras皦穰であ ること






〔「特別 なダルマか ら生 じた」 とい うの は,「 真実知か ら」 とい う語の修
飾語 である。 この場 合,特 別 な ダルマ とは止滅である ダルマである〕
として いる。nivrttilaksanodharmahとpravrttilaksanodharmahはそれぞ
れ 別の ダルマを意味 していて,前 者は至 福を もた らす ことを特性 とし,後 者 は
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繁栄,喜 悦等を もた らす こ とを特性 とす るもの と解 されて いる。 ここでは した
が って両者の中の前者で あることを示 してい る。 さ らに註釈は 厂もし真実が こ
れに よって知 られ るとい うことが論 のtattva函anaであ ると言 うな らば,そ の
ゆけ
場合,特 別なダルマとは神の任命と恩恵を意味すると言 うべきである」 とし,
に　
神 との関係に言及 している。す なわ ち,Kan稘aが 神か ら恩恵 と嘱託を受 けて
この経を説いた とい うこ とを意味す ることになるのであ るが,VSの 中にこの
語を置 くとすれ ば,Kan稘aに 聖知 を もた らせた特別な ダルマ とした方が よい
であろ う。
(TayanarayapaはVivrttiの中で,特 別な ダルマか ら生 じた とい うのは
この世 あるいは前世において得 られた行為 の果 としての徳 に よって生ぜ られた
とい う意味 であ るとしてい る。真実知 は知の働 きに関わる ものであって,知 の
働 きも行為 に似てdharma-adharmaに関係する ことが認 め られ てい るか ら,
この解釈 も可能であろ う。)
神 の観念 の導入がVS1.1.4の 中に意味 されてい ると理解で きるとすれ ば,
この経 は後世の挿入であろ うとす る見解が妥当な よ うであ る。
四.PDSの 考 察
さて,PDSの 主題を説 く部分について考察 してみ る。考察 の便宜の為に再




先述 の よ うに,Upa1.1.4の冒頭 にdharmavisesapras皦穰があ る こ と,
s稘harmyavaidharmy稈hy穃であ ること,tattvajn穗穗nihsreyasamの形
を取 ってい るこ とを除いては,内 容的に一致 してい ると言い得 る。Upa1.1.4
が成立的に も古 く原型に近い とされ るCandに 存在 しないこ と,PDSに あま
りに合致 してい ること等 か ら後世 の挿入 であろ うとされてい るのであるが,そ
うであった として も,PDSの この部分 を理解 しよ うとす る場合 には,そ の註
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釈 とともに重要 であ る。 した がって以下 にはPDSの 註釈 の1つ としての位置
を与 えて 考察する。
この部 分は直接的にはVS1.1.2を 受 げた ものであ る。 「それか ら昇天 と
至福 とが 成就す るところのものが ダルマであ る」は ダルマが昇天 と至福を もた
らせ る因 であ ることを意味 してい る。Upaのtattvajn穗穗nih'sreyasamは
PDSで はtattvajnanamnihsreyasahetuhであ り,意 味 的には 相違 はない
が,後 者 の方 が両者間 の因果 関係を よ り断定的 に示 してい る。 ところでnihs-
reyasaをもた らす因 は,VSl.1.2.では ダルマであ るのに対 して,PDSお
よびUpa1.1.4においては 真実知であ る。 このこ とはPDSの 思想 を理解す
る為 の極 めて重要な示唆を与 え る。 少 くとも,PDSがVSの ダルマ の 位 置
に真実 知 を もって している ことが 明確 とな る。 そ して この こ とが,PDSが
pad穩thaとい う新たな概念を導入 した ことと関係す ると考 え られる。
真実知 と至福 との関係 について諸註釈を検討 してみ よう。Vyo.は,
nih'sreyasasyacaheturyath穰attvajn穗amtathoktamev稘iv稾ye/
〔至福 の原 因は正 しく真実知なのであるか らその ように説かれ る。〕
として,真 実知が至福 の因であ ることを認 めている。その上で真実知は綱要書
(samgraha)からのみ生 じる。 そ して真実 知は経作者の知であ る。何故な ら,
真実知 は神の教令(codan?に よって生 じた 特別 なダル マか ら生 じてい るか
らであ る との趣意 を述べてい る。真 実知 とダルマの関係は直接的には述べ られ
てはい ない。経作者 の真実知は特別な ダルマか ら生 じてい るか らこそ真実知で
あ る。そ してその真実知が綱要の中に表 わされ ているのであ るか ら,綱 要か ら
われわれ に真実知が生 じるとい う意味 であろ う。 とすれば真 実知は経作者 の聖
知を通 じての ダルマの顕現 とい うことになる とも理解で きる。 いずれに しても
真実知 は ダルマ と関わ るもの と考え られていた ようであ る。
Vyo.がdharmavisesaに触れ ていることは 別の 意味で 興味 深い ことであ
る。 既 に述べた よ うに,こ の語 を用 いているの はUpa.のs皦rap穰haで あ
った。Vyo.は 今 までのところ,少 くともUpa.よ りその成立 が早 い と考 え
られ ている。 そのVyo.が この語を 用いている とい うことか ら新 たな理解が
生 じるであろ う。 つ ま り,Vyo.が 扱 ったVS写 本 に この語が 存在 したか と
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い う疑問が生 じる。 もしそ うであった と仮定 す れ ば,Upa.の 伝え るよ うに
s皦rap穰haにこの語があ った ことになる。 あるいは また,Upa.がVyo.に
よってそのs皦rap穰aにこの語 を加 えたのか とい う理解 も可能 であ る。ただ,
この問題の解決はさ らに詳細 な研究を待た ざるを得 ない。





〔実体等の共通性 と相違 性 とに よって真実を教 えてい る綱要 は至福を達成
させる。〕
として,間 接的 にではあ るが,真 実知が至福を成就 させ ることを認めてい る。
こ こでは真実 を教 えるものが綱要なのであ る。sruti,smrti,itih龝a,pur穗a
等 の教 える ヨーガの教示に よって,長 い間に培われて きた止滅 とい うダルマか
おの
らのみ真実 知が生 じるとしてい る。 ここでは,し たが って,ダ ル マは真実知 の
基 となる ものであるとして理解 されてい る。 そ してそれは実践を も含 めた教 え
であ り,真 理を意味す ると解 し得 よ う。 ダルマに基礎づけ られた真実 知は ダル
マ として見做 され る。 この ことはイ ン ド的思惟においては決 して不思議 なこ と
で はない のであ る。仏教において も,仏 陀に よって悟 られた真理 もダルマであ
り,そ して仏陀に よって説 かれた もの もダルマと見傚 され てい ることか らも,
そ のこ とが理解 され るであろ う。
NK.が くしくもわれわれの疑問 と全 く同 じ疑 問のあ る こ とを 想定 している





ま り,「 それか ら昇天 と至 福 とが成就す るところの ものが ダルマである」
とす る経 と予盾す るではないか〕





〔そ の至 福は ダルマか らのみ生 じる。実体等 の真実知 は,至 福 の原因た る
もの として,至 福 の成就の手段であ る。〕
と解 し,六 句義 を知 るこ とが人間の 目的成就の手段 であると理解 して,そ れ ら
1つ1つ を区別 して知 らせ る為 に実体等 の句義 とそれ らの共通性 と相違性 とを
おの
説 いたの である としてい る。 ここに明確 に ダルマ と真実知 との関係を示 してい
る。 真実 知は ダルマに よって もた らされ るものであるか ら至福の手段なのであ
るとす る。 真実知を 手段 と解す るのはs稘harmyavaidharmy稈hy穃を意識
しての こ とである と思われる。 そ してPDSのtac～ の文 の解釈 に移 って次
の よ うに言 う。 ダル マもまたそれ単独 では至福を もた らす ことはな く,主 宰神
の希望 に よって恵 まれて こそ成就す るのであるか ら,こ の文章 が述べ られたの
おか
である とす る。
ここで も真実知は ダルマに よって もた らされ るものであ り,ダ ル マを基 とす
る もので あるか ら,真 実知は ダルマの顕現 として ダルマであ ると理 解で きる。
以上 か ら,真 実知が至福 の原因 であるこ と,そ して,真 実知が ダルマに基づ
いて生 じてい ること,真 実知 が ダルマの顕現 した ものであ るか らそれは ダルマ
でで もあ ることが理解で きる。 この よ うに理解す る時,VS.1.1.2のダル7と
PDS.の真実知 との間に矛盾 はないこ とになる。以上で至福 に対 す るダルマ と




ここで も諸註釈 の理解か ら始 め ることとする。Vyo.は この問題 に関 して細





〔そ して,そ れ(真 実知)は アー トマ ンの認識 である一方,他 方,句 義を
知 ることに基ず くとい う意味 のあ るよ うに,実 等 の共通 性 と相違性 とに基
ず く知識である。〕
と定義づけ る。 実等 の句義 を共通性 と相違性に よって知 ることが真実 知なので
あ る。
Kir.もまた極 めて簡単に この問題 に触 れてい る。 す なわち,pad穩th禀と
は何か とい うことに関 しては,pad穩th禀とは実体等 のこ とである。dharm禀
とは何か とい うことに関 しては,共 通性 と相違性 とい う性質の ことである。つ
ま り普遍 と差別の ことであ る。真実 とは不変 の性質の ことであ る。そ してそれ
が
は共通性 と相違性 とに よってのみ識 られ る。
総合的に これを理解す ると,pad穩thaは識 られ るべ き対象であ って実体等 の
こ とであ り,こ の対象を共通性 と相違 性に よって識 ることに よってそれ らの不
変 の性質,つ ま り真実が得 られ るとい うこ とになる。 「したが ってpad穩th禀
おの二と
は中心的 な主題 として知 られ るべ きである」 とも記 し て い る。 したが って
Kir.は,対象 としての句義 に関す る知が真実知 となるが,そ れ には共通性 と相
違性 とに よらねばな らない と解 してい る こ と とな る。pad穩tha‐s稘harmya-
vaidharmya-tattvajnanaは対 象一 知の働 き一結果 とい うことにな る。




〔ここでは事物の本性に関す る知識 に基ず いてのみ諸事物 の理解が得 られ
る。何故 な ら,そ れ(事 物)独 自では本性 の理解は生 じないか らであ る。〕
先ず ここではpad穩thaが事物を意味 していることが理解で きる。事物それ
独 自では理解を もた らさない。必ずそ こに知の働 きを予定 しな け れ ば な らな
い。 したが って事物 とは言 って も,知 られ る対象 としての事物 である。それが
pad穩thaの意味であ る。 このこ とはPDSに おけ るpad穩thaの定義に合致
す るであろ う。








〔あ る事物が もつ本 性,そ れがその事物の真実である。共通 に もたれ てい
る本 性が共通性であ り,共 通に もたれていない本性 が相違性 である。共通
性 、と相違性についての真実が共通性 と相違性の真実 である。 その認識が至
福 の因であ る。〕
s稘harmyavaidharmyatattvajn穗amが,ここでは共通性 と相違性 について
の真実知 と理解 されている。 したが って,NK,の 主張 は 「諸事物 の共通性 と
相違性 についての真実知」 とい うことになろ う。
Upa.が この問題 に異 った解釈 を与>xてい る。本来はUpa.1.1.4.に対す る






〔tattvasyajn穗amのtattvasyaは対象を表す第六格 であ る。 共通性 と
相違 性 とに よって とい うのは方法 の意に用 い られた第三格であ る。その中
で,共 通性 とは一致す る本性であ る。 また相違性 とは区別 された本性であ
る。 あ る場 合には共通性であ って も他の ところでは相違性であ り,あ ると
ころでは相違 性であって も,他 の ものには共通性であ る。その よ うな もの
として知 が説 明されたのであ る。〕
と註釈 している。要約すれば,真 実知 とは真実 を知 ることであ る。共通性 と相
違性に よって とい うのは知 ることの方法 あ るいは手段の意味であ る。知 られ る
対象は事物 である。 したが って全体 で,事 物 の真実 を共通性 と相違性に よって
知 るこ と,と い うこ とになろ う。
NK.が 特別 に 「事物の共通性 と相違性 につ いての知識」 と解 してい る。 他










お わ り に
VSと その註釈,さ らにPDSと 諸註釈 との中に,PDSの 冒頭文の理解に
関わる種々の問題を検討 してきた。このことを通じて理解でき得たことについ
て一考しておきたい。
先ずPDSがVSを 踏まえなが らも,大 きな展開を示 しているのはVS.
1.1.2に見 られるdharmaに対してtattvajn穗aを用いたことであ る。VS.
においてはdharmaが昇天と至福をもた らす因とされ てい て,dharmaを説
くか らこそVSが 確実な知識の根拠 となることが主張されていた。 元来,こ
の語の意義は極めて広い。存在の根底にあって存在を存在たらしめるもの,存










特殊は知に よるものである」は人間の知の働 きを も含めて,そ れを客観的に示
,.
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そ うとした ものであろ う。和合は実際にわれわれ の眼前にあ る現 象存在の存在
様式 を示す であろ う。 これ らに よって世界現象を説 明づけ るとともに,こ れ ら
が世界現 象を形成す ると捉 えるのであ る。 したがってこれ らは世界を成 り立た
せてい る真理に関わ ることであ る。少な くともこれ らの分析 と総合 によって,
現象世界 とそ の奥にあ るものを知的に,ま た実践的に得るこ とに よって至福を
成就 した とい う意識が経作者Kan稘aに あ った と考え られる。 したが って 彼
は至福 を もた らす ものが ダルマであ る。つ ま り真理を証得す るこ とである とし
た のであ ろ う。
VSの 内容が極め て知的な存在 に関す る体系を説 い て い る と理解 した のが
Prasastap稘aであ る。彼がPDSに おいてなそ うとした ことは決 して新た な
思想的体 系を打ち立 てることでは ない。 それ は どこまで もVSに 基 ずいた思
想的な理解 と体系化 であった と見 るべ きである。
前述の諸註釈 に対す る簡単 な吟味 を通 してPra'sastap稘aの立場 を一考 して
み る。VS.1.1.1に見 られ るdharma,つま り真理はPDSに おいては,
taccesvaracodan稈hivyakt稘dharm稘eva
とい う表 言の中に受 け とめ られて い る。 ここに 言われ るdharmaは自在神 の
教示に基 づいている真理 のことであ る。 そ してそれ は苦の止滅 とい うdharma
(nivrttilaksanadharma)である。 ここに 自在神の 観念を導入 した ところに大
きな意味 がある よ うで あ る。 つ ま りPrasastap稘aは,この こ と に よって








〔聖仙 の知 と修行完成者の見は ダルマか ら生 じる〕
とある ことに よって,聖 仙 の知はわれわ れ の 知 な の で は な く,ま たそれは
dharmaから生 じる ものであることがわか る。Kan稘aはPraｧastap稘aにと
っては帰依すべ き聖仙(muni)で ある。聖仙 の教 えはdharmaを開顕 した も
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め であ'る。 今,"その教 えに 基づ いて 真実を 知ろ うとす るわれわれの知は直接
dharma、な のでほな く真実知 に とどまる。 したがって,こ の謙虚 な彼の立場か
らtattvajn穗a(真実 知)を 説 くこ とを宣言 したのであろ う。 しか し真実知 も
また至福の因 となるご とを主 張 しなければ人kに 目的を与 えることにな らない
し,ま た真実知 を説 くご との意味がない。 そこで真実知 の至福の因た るこどを
も合せて強調 してtattvajn穗amnih'sre?sahetuhとした のであ る。 そ してさ
らに この真実知が神 の教令 に よって もた ら され たdharmaか ら生 じた もので
あ ると考えた。dharmaはこの時点で,神 との関わ りを持 った と共 に,真 実知
よ り高位 の もの として意識 された こと に な る。VS.1.1,3.のdharmaに代 っ
て真実知を位置せ しめた のは以上の よ うな考 えに基づいた もの と思われ る。
真実 知は如何に して生 じるか,と い うこ とについては,Vyo.,Kir.ともに実
等 のpad穩thaの共通性 と特殊性に よるこ とか らもた らされ ることを説いてい
る0 、NK・はpad穩thaの共通 性 と特殊性についての真実 知であ るとす る とこ
ろに熟 少 し異 った見解 を示 してい る。Upa.は,真 実 知 とは真実 を知 ることで
あ って,対 象 の真実を共通性 と特殊 性に よって知 ることであ ると註釈 してい る。
これ らに よって,真 実知は共通性 と特殊性に よって得 られ ると理解 して よかろ
う。 このこ と嫁VS.の 知 に関 して説 くところに, ゆ
s穃穗yavises穡eksamdravyagunakarmasu(Cand.8.6)
〔実体,性 質,運 動に関す る知 は共通 と特殊 に基づ いてある〕
とあること,さ らに,VS.第1章 に実等 の共通性,特 殊性が説かれている
こ とに基 づ く もの とい%..る。 す な わ ちs穃穗yavisesaがPDSに おいて
s稘harmyavaidharmyaとい う知 の働 きとして取 り入 れ られた こ とに なる。
真実知 とは何 に関す る真実知 なのであ るかが問われねば な らない。 それは当
然の ことなが らpad穩thaであ る。 この語 は本来 厂言葉 の意味」 「言葉 に よっ
て表 わ され る もの」 とい うこ とを意味 している。そ して諸註釈はそれが経 に説
かれた実体等 のことで あることを確認 している。 この ことは何を意味す るので
あ るか。 実体等が その言葉 で説かれたのはVSに おいてであ る。 したがって
Prasastap稘aにとっては,pad穩thaはVSに おいてpadaに よって 説かれ
た もののarthaであ る。 す なわ ち 「言葉に よって表 わ されているもの」 と総
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うことに な る0彼 ばVSの 内容に極めて忠実 に従い な が ら知的に体系化 しよ
ち とした の・℃あ る。 この ことに よってPDSがbh龝y竄ﾌ 位置を保つ ことが
で きるの である。.,
先に述 べた よ うに,pada・thaとは具体的 には実体等 のlkで あ り,・それ ら
が 、VSに 説 かれ ている全 てであ る。 した がって ヒ「言葉 に よって表わ されてい
る もの」 とはVSそ ゐ ものを も表 わす ことがで きる。 これ らの こ とか ら,
dra∀yagu阜akarmasamanyaviξe爭asamavayana中sann穃pad穩than穃.
s稘harmyavaidharmyatattvajn穗amnihsreyasahetuh
は 「実体,性 質,運 動,普 遍,特 殊,和 合 とい う六つの言葉に よって表 わ され
て い るものの共通性 と特殊性 とに基づ く真実 の知 は至福の因であ る」 とい うこ
とにな るであろ う。
したが ってPDSと は 「経に説 かれ ているこ とに基づ く真理の理 解(あ るい
ほ綴)」 とい うヒ とに筋 う.ま た,㈹そ櫨 「儲 ・蜘 ・伽 薩 づ 慎 理
の理解(あ るいは綱要)」 とい うこととなる。
Praｧastap稘aのVSに対す る意識 がそ うであ った としても,.彼の体系化に
おけ るnih'sreyasaの因 としてのtattvajn穗a,つま りjn穗aの 積極的 な導入
は知 の手 段,す なわちs稘harmyavaidharmyaを重要な もの とす るとともに,
知 の対象 としてのpad穩thaをより具体的 な もの とさせてい つ#も の と考え ら
れ る 。
註
(1)こ の 小 論 で のPDSはVizianagramSanskritSeriesvo1・iv,TheBh龝yaofダ
Prasastap稘atogetherwiththeNy窕akandaliofSridhara,Ed,byVindhyesvar3




















(7)現 在,54本 のPDS写 本 を 入 手 し て い る 。 そ の 内,Dravya章 を 有 し て い る 写 本 の
中 で は,L.D.Institute.MS.No.5736.Cat.130Eの み がViz,と 同 じ くs稘ha-
rmyaidharmyatattvajn穗amであ り,他 のMSは 全 てs稘harmyavaidharmy竏?
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仏 教学 会 紀要 創 刊 号
爾Upa.27.11.5-8.。
(39)VS・6・1・2この経 はUpa本 に は欠 く。lingaの意味 はCand.註に従 った 。
⑩Upa.で は9.2.13.Candをま第8章 以 下 は禀nikaに 分 け て い な い。
㈹Upa.、8.1.6.
㈹PDSがpad穩thaに 与 え た定 義 は 「有で あ る こ と」(astitva),「表 言 され る こ と」
(abhideyatva),「知 られ る こと」(jneyatva)、で あ る(PDS.P.16)。「言 葉 に よっ
て表 言 され る こ との意 味 」 は 「表 言 され る こ と,知 られ る こ と」 を 意味 して い る。 さ
て 「有 で あ る こ と」 に 関 して もや は りPrasastap稘aはVSによ って い るの で あ る。
VS,1.1。7等に有 で あ る こ とが実 体,性 質,運 動 の共 通 性 で あ る こ と が 説 か れ て い
る。 尚,pad穩thaの訳語 と しては 長 くな るか ら,一 応 厂句義 」 と伝統 的 な訳語 を用
いた 方 が よか ろ うと考>xる。 範 畴 の 訳語 は あ ま りふ さわ し くない で あ ち う。
㈱ しか し実 際 に は世 界 の帰 滅 と創造 等VSに な い 問題 も加 え られ て い る。 それ らは
Prasastap稘a,の時 代 の 思 想 の影 響 等 も考 え られ るが,今 後 の 研 究 課 題 とした い 。
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